
札幌市医療体制審議会

令和６年度第１回 在宅医療体制検討部会

令和7年3月14日

札幌市保健福祉局
ウェルネス推進部医療政策課



本日の議事

1. 札幌市の在宅医療体制について（報告）

2. 在宅医療体制検討部会における審議事項

3. 審議事項

グループ診療体制の検証

4. その他
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• 令和５年度まで、保健所運営協議会（附属機関）において、医療政策のほか、地域保健や

保健所運営に関することを幅広く審議

• 札幌市の機構改革に伴い、少子高齢化・人口減少等による医療需要の多様化・高度化を

見据えた医療体制について、より集中的に審議するため、新たな附属機関として札幌市

医療体制審議会を令和６年９月に設置

医療体制審議会

▍ 設置の経緯

▍ 所掌事務

本市における医療体制について

▍ 議事 （第１回審議会における確認事項）

• さっぽろ医療計画の進捗管理等

• 札幌市夜間急病センターの運営見直し

• 専門部会における協議結果の決議
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医療体制審議会

専門部会

⑵ 専門的見地から協議

⑴ 協議を付託 ⑶ 協議結果を報告

⑷ 専門部会の協議結果について審議

在宅医療体制検討部会

• 在宅医療について、より専門的見地から審議を行うため、札幌市医療体制審議会に

設置された専門部会

• 在宅医療提供体制に関する協議は、審議会から専門部会に付託

▍ 部会の位置づけ

▍ 主な審議事項 （第１回審議会における確認事項）

• グループ診療体制の見直し等
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本日の議事

1. 札幌市の在宅医療体制について（報告）

2. 在宅医療体制検討部会における審議事項

3. 審議事項

グループ診療体制の検証

4. その他
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在宅医療の需要推計

在宅医療圏 2013年 2026年 2029年

札幌市 11,290 21,353 24,355

訪問診療の需要（推計） （人/日）

＜資料＞ 北海道医療計画
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札幌市の現状 訪問診療*を実施する医療機関数と実施件数の推移

施設数 ： 病院は減少、診療所は横ばい
実施件数 ： 病院、診療所ともに増加傾向

＜出典＞医療施設調査（厚生労働省）

診療所

* 「訪問診療」 定期的、計画的に患者の自宅や施設等を訪問して提供する医療行為
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札幌市の現状 往診*を実施する医療機関数と実施件数の推移

施設数 ： 病院は増加傾向、診療所は横ばい
実施件数 ： 病院、診療所ともに増加傾向

* 「往診」 病状変化等により、患者の要請で自宅や施設等を訪問して提供する医療行為
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札幌市の現状 在宅療養支援病院・診療所*の届出数の推移

在宅療養支援診療所の届出数は増加傾向

在宅療養支援病院

* 「在宅療養支援病院・診療所」
２４時間365日体制での往診・訪問看護等を行い、一定の基準を満たすものとして、地方厚生局長に届出した施設
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札幌市の現状 在宅療養支援病院・診療所の届出数の政令市比較

在宅療養支援病院・診療所の届出数は政令市平均と比較して少ない

＜出典＞厚生局届出施設数（R4）

在宅療養支援病院・診療所の届出数（65歳以上の人口10万人あたり）
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札幌市の現状 在宅医療の提供施設数の推移

訪問看護ステーションや訪問薬剤管理を行う薬局の数は増加傾向

<出典>介護サービス施設・事業所調査
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札幌市の現状 在宅医療の提供施設数の推移

訪問診療を行う歯科診療所の数は増加傾向

歯科訪問診療を実施している歯科診療所

<出典>医療施設調査（厚生労働省）
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札幌市の現状 在宅医療に関する市民の理解（令和６年度市民意識調査）

▍人生会議（ACP）の認知度

「ACP」や「人生会議」という言葉を「知っていた」人は6.5%

▍在宅医療を利用する際に不安なこと

「家族等への負担」が68.5%、「経済的な負担」が58.3%
そのほか、「突然の体調変化等への対応」、「受けられる医療の内容」など

▍高齢などが理由で通院が困難になった場合の過ごし方

「自宅で療養して、必要になれば病院等に入院したい」人は46.0%
「自宅で最期まで療養したい」人は11.7%
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札幌市の課題と施策の方向性（さっぽろ医療計画2024）

１. 在宅医療の需要増加に対応した提供体制の確保

24時間対応可能な在宅医療提供体制の構築

（具体的な取組例） グループ診療体制の運用、人材育成・研修

２. 在宅医療・介護等の関係機関が連携した提供体制の構築

医療、介護等の関係機関の連携構築の推進

（具体的な取組例） 在宅医療連携拠点

３. 市民の在宅医療に対する理解促進

市民への在宅医療に関する情報発信の強化

（具体的な取組例） 在宅医療や人生会議（ACP）の周知・啓発
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目標とする
成果

年齢や疾病・障がいによらず、全ての市民が住み慣れた地域で
安心して暮らすことができる



札幌市の主な取組 １. 在宅医療を担う医療機関の支援

グループ診療体制の運用

札幌市医師会が事務局となり、
「在宅医療を行う主治医」「主治医を支援する副主治医」
「後方支援医療機関」からなるグループを10区で整備し、①②を運用

グループ×10区

主治医
（在支診※の届出なし）

副主治医
（在支診・在支病※ ）

後方支援
医療機関

休日夜間など
不在時の代診

患者急変時の
受入

（日曜・祝日のみ）

① 主治医・副主治医システム（平成27年度から）

② 在宅緊急時後方支援病院体制（平成29年度から）

①
②

15
※ 在支診：在宅療養支援診療所、在支病：在宅療養支援病院



24時間往診 ×
緊急時の入院病床 ×

札幌市の主な取組 １. 在宅医療を担う医療機関の支援

グループ診療による在宅医療提供体制（イメージ）

グループ内の医療機関間の連携により、24時間の在宅医療提供体制
を整備

後方支援医療機関

２４時間往診 〇
緊急時の入院病床 〇

グループ
を構成

２４時間往診 〇
緊急時の入院病床 ×

医療機関B

（在支診の届出なし）
医療機関A（主治医）

在支診

医療機関B （主治医）

在支診

医療機関C（副主治医）

在支診・在支病

医療機関C

在支診・在支病

後方支援医療機関
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医療機関A

（在支診の届出なし）



札幌市の主な取組 ２. 関係機関の連携体制構築の推進

在宅医療連携拠点（令和７年度から開始）

札幌市と札幌市医師会が主体となり、
全市と10区で関係者による定期的な会合の場を設け、
地域の現状把握や課題分析、対応策の検討等を行う

在宅医療の提供に必要な関係機関（医療、介護、障がい福祉等）の
連携体制を構築

在宅療養患者

病院・在宅療養支援病院・
有床診療所等

診療所・在宅療養支援診療所・
歯科診療所等 介護サービス事業所等

訪問看護事業所、薬局等

在宅医療連携拠点（10区）

介護サービス

訪問看護等
訪問診療

訪問診療

一時入院
（急変時等）

連携体制の構築支援
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札幌市の主な取組 ３. 在宅医療・人生会議（ACP）に関する情報発信

出前講座市民向け講演会

在宅医療をテーマに年２回実施 救急医療体制の講座で
ACPについて説明

令和７年度からACP単独の講座も追加

市ホームページ

ACPに関するページを開設
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本日の議事

1. 札幌市の在宅医療体制について（報告）

2. 在宅医療体制検討部会における審議事項

3. 審議事項

グループ診療体制の検証

4. その他
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令和６～７年度の審議事項

グループ診療体制の検証と
24時間対応の在宅医療体制整備のための施策について

＜再掲＞ 札幌市の課題と施策の方向性

１ 在宅医療の需要増加に対応した提供体制の確保

24時間対応可能な在宅医療提供体制の構築

（具体的な取組例） グループ診療体制の運用、人材育成・研修

２ 在宅医療・介護等の関係機関が連携した提供体制の構築

医療、介護等の関係機関の連携構築の推進

（具体的な取組例） 在宅医療連携拠点

３ 市民の在宅医療に対する理解促進

市民への在宅医療に関する情報発信の強化

（具体的な取組例） 在宅医療や人生会議（ACP）の周知・啓発
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グループ診療体制の検証

グループ診療体制の運用実績（過去５年間）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

参加医療機関数 108 107 107 105 111

制度の利用件数 （件）

主治医・副主治医
システム

10 ２ １ ０ ０

緊急時後方支援
病院体制

9 ８ １０ ４ ２０

ロジックモデルを活用し、 「さっぽろ医療計画2024」のアウトカムにどのような
影響を与えたかという観点で評価
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検証の目的

24時間対応の体制整備にむけて、現行のグループ診療体制が有効な
制度であるかを検証

グループ診療体制の見直し、そのほか必要な施策の改善を図る
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1. 札幌市の在宅医療体制について（報告）

2. 在宅医療体制検討部会における審議事項

3. 審議事項

グループ診療体制の検証

4. その他

本日の議事
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検証の方法

市内医療機関 1,474施設

グループ診療体制の検証に当たり、
医療機関を対象とした在宅医療に関する実態調査を実施

在宅医療の実施状況
提供患者数/提供年数/職員数 等

急変時の対応状況
往診体制/実施件数/入院先の有無/課題 等

看取りの対応状況
看取り対応の有無/課題 等

多職種連携の状況
連携している事業所・職種/課題 等

グループ診療体制
認知度/利用（希望）の有無/改善点 等

▍ 調査対象

▍ 調査期間

▍ 回答状況

令和６年12月～令和7年1月

回答数 789件（回答率 52.6％）

▍ 主な調査項目
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調査の結果概要 基本情報

医療機関種別（N=７８９） 医療機関所在区（N=７８９）

サンプル数 比率(%)

無床診療所 614 77.8

有床診療所 58 7.4

99床以下の病院 32 4.1

100～199床の病院 35 4.4

200～499床の病院 34 4.3

500床以上の病院 4 0.5

無回答 12 1.5

サンプル数 比率(%)

中央区 222 28.1

北区 107 13.6

東区 77 9.8

白石区 68 8.6

厚別区 42 5.3

豊平区 78 9.9

清田区 37 4.7

南区 39 4.9

西区 66 8.4

手稲区 41 5.2

無回答 12 1.5
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調査の結果概要 在宅医療の実施状況

実施している

20%

実施していない

80%

本調査における「在宅医療」

施設基準や診療報酬の算定に関わらず、
医師、看護師等の医療関係者が、患者の自宅や施設等を訪問して提供する医療行為（訪問診療や往診など）の総称

現在、在宅医療を実施しているか（N=７８９）
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調査の結果概要 施設基準の届出状況（在宅医療を実施している医療機関）

在宅療養支援病院・在宅療養支援診療所を届出しているか（N=160）

届出している

61%

届出していない

38%

無回答

1%
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調査の結果概要 往診の実施状況 （在宅医療を実施している医療機関）

診療時間内の往診体制があるか
（N=160）

診療時間外の往診体制があるか
（N=160）

あり

79%

なし

21%

あり

69%

なし

31%
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調査の結果概要 患者急変時の入院先 （在宅医療を実施している医療機関）

患者急変時の入院先をあらかじめ決めているか（N=160)

決めている

51%

決めていない

49%
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調査の結果概要 グループ診療体制の認知度 （在宅医療を実施している医療機関）

主治医・副主治医システムを
知っていたか (N=160)

在宅緊急時後方支援病院体制
を知っていたか (N=160)

知っていた

54%

知らなかった

46%

知っていた

68%

知らなかった

32%

「主治医・副主治医システム」

主治医が不在時、患者急変に備えて、同じグループ内の
副主治医に待機を依頼できるシステム

「在宅緊急時後方支援病院体制」

在宅医からの依頼により、 グループ内に限らず
後方支援病院が当番制で急変患者を受け入れる体制
（日曜・祝日のみ） 30



調査の結果概要 在宅医療の今後の取組方針

在宅医療を行っている医療機関
の今後の取組方針 (N=160)

在宅医療を行っていない医療機関
の今後の取組方針 (N=629)

提供しない

96%

提供をはじめることを

検討している

4%

現状を維持する

49%

拡充を検討

している

34%

縮小を検討

している

9%

提供をやめること

を検討している

8%

無回答

1%

31



検証の体制（案）

本部会の下にワーキンググループ（WG）を設置

所属 職種等

1 部会委員

2 医師会（在宅医療協議会） 医師

3 医師会（在宅医療協議会） 医師

4 入院医療機関 医師

5 入院医療機関 看護職/医療ソーシャルワーカー

6 訪問看護ステーション協議会 看護職

7 介護支援専門員連絡協議会 ケアマネージャー

▍ WGのメンバー構成案
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検証の進め方（案）

調査結果の分析・課題の抽出

検証結果の報告

検証結果をうけた施策の改善案の審議

グループ診療体制
検証WG（全３回）

在宅医療体制
検討部会

改善案のとりまとめ

改善案を令和８年度以降の施策に反映

見直しの方向性の検討

支援の内容・対象/利用手続き/周知方法 等
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1. 札幌市の在宅医療体制について（報告）

2. 在宅医療体制検討部会における審議事項

3. 審議事項

グループ診療体制の検証

4. その他

本日の議事
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令和7年度のスケジュール（案）

令和７年 4月 5月 6月 7月以降

医療体制審議会

在宅医療体制
検討部会

検証WG

第１回

第１回～第２回

第１回～第３回
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